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 要  旨 
 
メンフクロウは高度な音源定位能力をもつ動物として知られており、完全な暗
闇でも音だけを頼りに獲物を捕らえることができる。音源定位に用いられる音情
報には、主に水平方向の決定に用いられる両耳到着時間差(ITD:Interaural Time 
Difference)情報と、主に垂直方向の決定に用いられる両耳音圧差(IID:Inter- 
aural Intensity Difference)情報の２つがある。ITD情報とIID情報はICc ls
で周波数ごとに統合され、更にその上位核であるICxへ投射される。周波数ごとに
処理されてきた音情報はICxで再び統合され、最終的な音源定位の空間マップが完
成する。ITD検出経路とIID検出経路のニューラルモデルについては本研究室によ
って既に提案されている。 
しかし、IID情報は強い周波数特異性を持っており、周波数ごとに情報が大きく
変化するために、単純な線形統合などでは音源の位置が特定できず、その統合メ
カニズムは未だ明らかにされていない。そこで、本研究では計算神経科学の手法
に基づき、各階層のニューラルネットワークモデルを解剖学的生理学的データを
ベースにして作成し、下丘中心核シェル(ICc ls:Lateral shell of central 
nucleus of inferior colliculus)と下丘外側核(ICx:External nucleus of 
inferior colliculus)との間で行われている情報処理のメカニズムを明らかにす
る。それによって、上記の問題を解明し、最終的に音源定位における脳内マップ
の形成メカニズムを解明することを目的としている。 
 ICc lsからの出力には、ITDの位相多義性が存在する。また、IID情報は強い周
波数特性を持っているため、生理学的実験から各周波数のICc lsからICxへ投射さ
れる情報は、周波数によってITD・IIDの値が大きく変化することも明らかになっ
ている。これらの位相多義性と周波数特異性を解消するメカニズムを解明するた
め、本研究においては、視蓋(OT:Optic Tectum)よりもたらされる視覚情報を教師
信号とするICc ls各層とICx層との間のHebb学習によるICxモデルを提案し、シミ
ュレーションを行った。 
 その結果、複雑な周波数特異性を持つ音情報においても統合により正しい音源
の方位の決定が可能であることが確認できた。このことにより、視覚情報と聴覚
情報との整合性をとることで、環境の変化や成長などにより変化する音情報の周
波数特異性に対応していくことが可能となる。加えて、周波数ごとに存在するICc 
lsの情報が一部欠損している場合でも音源定位が可能であることも確認できた。 
 これまではITD情報とIID情報に基づく単純な階層的処理によって方位の決定が
可能であると言われていたが、複雑な周波数特異性を持つ音情報の統合は困難で
ある。その統合を可能にするには視覚情報と聴覚情報のように多感覚情報を参照
し、それぞれの感覚で位置の整合性をとることで、各感覚のみで正確な位置決定
が可能となる。 
